
※順不同

社会福祉法人　さざなみ学園
社会福祉法人　びわこ学園　びわこ学園医療福祉センター草津
特定非営利活動法人　さぼてん
滋賀県障害児者と父母の会連合会
社会福祉法人　湖北会　ゆるり
社会福祉法人　近江愛隣会　愛隣保育園
特定非営利活動法人　ふれあい広場　ハーモニー
Art from the Lakes　実行委員会
社会福祉法人　恵泉会
特定非営利活動法人　縁活
子どもたちの生きる力応援隊
特定非営利活動法人　近江八幡市手をつなぐ育成会
ＮＰＯ法人　ほんわかハート
特定非営利活動法人　しが障害者就労支援センター　ほわいとクラブ

合計 14件・総額 10,634,000円

助成先（団体）の名称

社会福祉法人 さくら会
さくらっこ保育園 園長
櫛田 孝子

しがぎん福祉基金2013年度助成先

地域の活性化を目指して
「地域の成長なくして当行の成長なし」との思いで、
地域密着型金融の推進に取り組んでいます。

社会貢献活動の取り組み
地域とともに歩む銀行として、福祉活動への助成、サポートなど、

地域に根ざした社会貢献活動を展開しています。

　社会福祉法人しがぎん福祉基金は、２０１４年８月に設立３０周年を迎えま
した。本基金は「滋賀銀行を支えていただいている地域の皆さまに何とかお
礼がしたい」との思いから、当行創立５０周年（１９８４年）に設立したものです。
当行からの寄付金３億円を基本財産（２０１４年３月末現在４億４，９６1万円）に、
滋賀県内で展開される福祉の実験的・開拓的な取り組みに対して幅広く
助成を行うもので、助成を県内に限定した、全国でもユニークな基金です。
　第３０回となる２０１４年度は、１４件、総額１,０６３万円の助成を決定し、第１回
（１９８５年度）以来の助成累計は、４４２件、総額３億３，０６6万円となりました。ま
た、設立３０周年を記念して、６３団
体に空気清浄機を贈呈しました。

◆県内企業の海外展開支援

◆子ども１１０番の店

◆「旅の地産地消」の推進

◆官民連携手法の研究

　2014年３月、滋賀県との間で「地域密着連携協定」を締結しました。本協定では、県内
産業の振興発展や地域の活性化、環境保全など全１１項目で連携。本協定締結を機に滋
賀県との連携をより一層強化し、滋賀県の持続可能な成長を目指して、「地域経済への更
なる貢献」に取り組んでまいります。

　２０１４年１月、滋賀県が内閣府から認定を受けた「滋賀健康創生」特区の推進を金融面からサポートする金融サポート・ネット
ワーク（全１３金融機関）の会長行に就任しました。
　特区が推進する「医療・健康管理機器開発・事業化推進事業」や「健康支援サービス創出推進事業」を実施する事業者へのファ
イナンス面でのサポートを通じて、新たなビジネスの創出による地域活性化を目指します。
　また、２０１４年６月には、国の総合特区支援利子補給金制度に基づき、「『滋賀健康創生』特区 利子補給金制度融資」の取り扱いを
開始しました。

　「地域経済への更なる貢献」の実践に向けて2013年４月、営業統轄部内に「地
域振興室」を設置しました。
　地域振興室では、従来からの地方公共団体等との取引に関する業務やお取引
先向け講演会やセミナーの企画、運営に加え、地方公共団体等との連携を強化
し、官民連携のパイプ役を通じた地域経済の活性化に取り組んでいます。

　２０１４年３月、６月に「アジア展開セミナー」を開催しました。
　本セミナーはアジア各国への事業展開を検討されている県内企業
の皆さまに海外動向や進出・取引時の留意点など、有意義な情報を発
信するものです。

　社会インフラや公共施設等の整備に対して、PPP※1やPFI※2といった
民間の資金やノウハウを活用した官民連携手法導入による「財政支出
の削減・平準化」「効果的・効率的な新しい公共サービスの提供」への必
要性が高まっています。
　当行では、２０１３年１１月に「公民連携・公有資産マネジメントセミナー」、
２０１４年７月に「しがぎんＰＰＰ／ＰＦＩセミナー」を開催しました。　県内全店舗の入り口に当行統一ステッカーを掲示。

子供の安全を守る活動を展開しています。

　２０１４年４月より当行店舗４０カ店に、滋賀県所有の観光パンフレット
用ラックを設置し、市町等作成の観光パンフレットの掲出を通じて、県
内観光情報を発信しています。

助成先の先駆的な取
り組みや活動状況は
季刊文化情報誌「湖」
で紹介しています。

　当行では、事務センター１階と食堂に「ハートフルベンダー」
を設置しています。「ハートフルベンダー」で飲料を買うと、飲料
メーカーと自動販売機設置業者から、１本あたり４円が社会福
祉法人滋賀県共同募金会に寄
付される仕組みです。また、１０
円と１００円の募金ボタンがあり、
購入者が直接寄付することもで
きます。集めた募金は、高齢者
福祉や教育、災害支援等に活用
されます。

　２０１４年７月、「第５０回献血運動推進全国大会」において、
厚生労働大臣表彰を受賞しました。これは、献血運動の推進に
積極的に協力し、他の模範となる実績を示した個人・団体に贈
られるもので、２００２年
の厚生労働大臣感謝
状に続いての受賞と
なります。当行は１９７５
年より献血運動に取り
組んでおり、年２回本
店で実施しています。

「滋賀健康創生」特区金融サポート・ネットワーク会長行就任

滋賀県と「地域密着連携協定」締結

「地域振興室」設置

2014年度 助成先一覧

先進的な地域福祉活動に対して助成

募金できる自動販売機「ハートフルベンダー」 献血運動の推進

本協定による取り組み

営業統轄部 地域振興室 地域振興チーム

本店での献血運動

社会福祉法人 さくら会
さくらっこ保育園 園長
櫛田 孝子

しがぎん福祉基金2013年度助成先

募金できる自動販売機「ハートフルベンダー」 献血運動の推進

　地域振興室では、地域社会が抱える少子高齢化や人口減少、公共施設老朽化などのさまざまな
課題に対して、地方公共団体、お取引先等の多様な主体と連携した地域の活性化を目指しています。
　滋賀県内の隠れた魅力、地域資源を再発見し、当行のあらゆるネットワークを活用して、地域
経済の好循環につなげていきたいと考えています。

地域振興室

社会福祉法人 さくら会社会福祉法人 さくら会

　さくらっこ保育園では、園児たちによる和太鼓演奏「わんぱく太鼓」の活動を展開しています。
和太鼓・バチ・法被などの備品は、貴基金からいただいた助成金で購入したもので、大変喜んで
おります。
　和太鼓演奏を通じて、園児たちの予想を超える成長を感じています。最初はバラバラな和太鼓
の音が段々とリズムをつくり、ひとつの大きな輪となります。昨今、少子化・核家族化が進む中、希
薄になりがちな子供たちのコミュニケーションが、和太鼓演奏を通じてつながっていく様子をみて
いると、保育生活をサポートする現場で、和太鼓が大切なコミュニケーションツールとなっているこ
とを実感します。また、和太鼓演奏は、保育園の納涼大会・地域の介護施設や行事などで発表し
ており、子供たちは地域社会とつながり、視野が広がっています。
　将来、園児の中から和太鼓のプロが出るかもしれません。可能性のある園児たちの未来を応
援していきたいと思います。

助成先の先駆的な取
り組みや活動状況は
季刊文化情報誌「湖」

※1【ＰＰＰ（Public Private Partnership）】官民が連携して公共サービスの提供
を行う手法であり、民間委託、ＰＦＩ、指定管理者制度、民営化、地域協働、産学
公連携等を含めた官民連携手法の総称。

※2【ＰＦＩ（Private Finance Initiative）】公共施設等の建設、維持管理、運営等
を民間の資金、経営能力および技術的能力を活用して行う新しい手法。

営業店

地域経済の成長・発展・拡がり・絆
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